
欲しい、知りたい望遠鏡ランキング

ガラクマ



初めての望遠鏡はダウエルのＬＣ型（12cm反射赤道儀）
中学生の時（1972年）、雑誌の広告を穴があくほど眺め、
悩みに悩んで買った一台です。
友人の高橋製作所Ⅰ型（10cm反射赤道儀）との見え方の
差に愕然としましたが、大変大事にしました。

第５位 ダウエルのルーツ



天体望遠鏡を調査する上で、月刊誌「科学画報」を調べているが、大正末～昭和10（1925‐1935）年頃、庶民にも
文化を楽しむ余裕が感じられる。
その文化的な背景をもって、第一次の天体望遠鏡ブームが起こったものと思われる。

ブームを牽引したのは、五藤光学研究所と光学普及社（ダウエル）、西村製作所等、五藤光学の存在が大きかっ
たが、注目すべきは光学普及社の存在である。

日本光学より圧倒的に安い価格で庶民に受け入れられた五藤光学。五藤光学より安い価格で売り出したのが光
学普及社であった。

吉岡 駿氏（創業者） 二代目 朋康氏

当時の住所をたどり2017年１月に創業者のご息女（次女）にお
会いした。以降数回お会いし情報を得た。

「創業者は吉岡駿（よしおかはやし）氏、九州出身で文京区湯島で大正時代
に創業し、戦後に小石川に移り、板橋の幾つかの工場と取引を持ち、輸出も
盛んにしていた。昭和３８年に現在のところに移り、1990年代に駿氏が他界
し、長女婿の朋康氏が継ぎ、その後も細々と業務を続けていたが、朋康氏も
他界し、最近店を閉じた」

科学画報に広告が載ったのは、顕微鏡
は昭和4（1929）年。天体望遠鏡は昭和7
（1932）年であった。以降、戦時中をはさむ
10年程は活動の記録は無かったが、昭和
30年頃からは多くの天体望遠鏡と自作部

品の広告を天文雑誌に掲載し、戦後の
ブームに対しても大きな影響をもたらした。

当時のｶﾀﾛｸﾞ 望遠鏡を覗く駿氏 本人所有ﾗｲﾑｽ天体望遠鏡

●光学普及社 （吉岡兄弟商会、成東商会、ﾀﾞｳｴﾙ光学機械）



五藤光学 オリオン号
（五藤光学研究所 昭和５年カタログ）

光学普及社 オリオン望遠鏡
（科学知識 昭和１１年２月号の広告）

光学普及社が初めて市場に出したのは昭和７
（1932）年、オリオン望遠鏡であった。1990年以
降まで、自らの広告に全世界に200万台以上販
売と宣伝した。

「オリオン望遠鏡」の名前については、それより
前に五藤光学研究所からも「オリオン号」という
天体望遠鏡が発売されており、形状もよく似てい
る。当時すでに有名メーカーであった五藤光学の
望遠鏡と似た名前とすることで、販売促進を図っ
たものと思われる。
当時の大企業の初任給が70円程度、五藤光学

オリオン号15円に比較して、光学普及社オリオン
望遠鏡は、鏡筒だけが2円、後に出た卓上三脚
付が2.3円、五藤光学と同じアクロマートレンズ付
きで5.5円といかに破格の価格設定であったかと
理解できる。

科学画報 昭和７（1932）年８月号の広告 オリオン望遠鏡（本人所蔵） 1979年のｶﾀﾛｸﾞ



明治40(1907)年前後 九州 ○○にて吉岡駿（よしおかはやし）氏 誕生
大正14（1925）年前後 上京
大正15（1926）年前後 吉岡兄弟商会 設立
昭和37（1972）年 文京区西片町に移転、成東商会
昭和38（1973）年 長女婿の吉岡朋康氏、俳優を辞め合流
昭和56（1981）年 吉岡駿氏他界（享年○○才）、経営は吉岡朋康氏が引継ぐ
平成25（2013）年 吉岡朋康氏他界（享年○○才）

吉岡氏の歴史

雑誌の広告にみるダウエルブランドの歴史

雑誌名 広告元名 記載住所

1929 年 昭和 4 年 9 月 科学画報
製作発売元　光学普及社
吉岡兄弟商会

東京市本郷區臺町57番地
（大学赤門前入）

1930 年 昭和 5 年 12 月 科学画報
吉岡兄弟商会
光学普及社

東京市本郷區帝大赤門前

1931 年 昭和 6 年 10 月 科学画報
光学器械専門製作所
光学普及社

東京本郷帝大赤門前
（臺町55）

1932 年 昭和 7 年 8 月 科学画報
光学器械専門製作
光学普及社

東京本郷帝大赤門前
（臺町57）

1936 年 昭和 11 年 2 月 科学画報
光学器械専門製作
合資会社　光学普及社

東京市本郷區本郷五丁目三五
（大学赤門前）

1962 年 昭和 37 年 10 月 天文と気象
ダウエル光学器械製作所
株式会社成東商会

文京区久堅町74

1962 年 昭和 37 年 11 月 天文と気象
ダウエル光学器械製作所
株式会社成東商会

文京区西片町１０

1964 年 昭和 39 年 10 月 天文と気象
ダウエル光学器械製作所
株式会社成東商会

文京区西片町２丁目１２番地

西暦 和　暦 月

←怪しい



第４位 小島修介氏の功績

小島修介氏 昭和 8年（1933） 小島修介氏五藤光学入社 16歳
昭和25年（1950） 五藤光学を退職 33歳
昭和26年（1951） ｱｽﾄﾛ･ｻｰﾋﾞｽ･ｾﾝﾀｰ設立 34歳
昭和30年（1955） * 日本ﾃﾚｽｺｰﾌﾟ社設立 社長に就任 38歳
昭和31年（1956） * ｱｽﾄﾛ光学設立 社長に就任 39歳
昭和33年（1958） * ｱｽﾄﾛ光学 倒産 41歳
昭和33年（1958） ｱｽﾄﾛ光学工業設立 （小島氏参加せず）
昭和35年（1960） 死去 43歳

（多数の協力者を得て調査、確定中、*：現時点での推定）

当社がＴＳ式のブランド名で、天体望遠鏡を送り出したのは、昭和４２年１０月のことで、６５㎜屈
折赤道儀が初陣を切って市販された。その屈赤の設計者は、当時著名なアマチュア天文家であっ
た故小島修介氏で、同氏が設立し、社長でもあった、日本テレスコープ社で製造され、米国のスイ
フト社に輸出されていた。当社は、そのころ鋳造業者として日本テレスコープ社より受注していた。
昭和３０年初めのことで、２０年以上前のことである。
そのころは現在のような宇宙ブームはなく、天文ファンの数も少なく、私は小島氏から、作った遠

鏡が売れないので、氏自身が担ぎ売りに小売店回りをした苦労話を聞かされた。話にははるかに
遠大な計画もあったが、惜しくも小島氏が急逝し、会社はストップしてしまった。そこで弊社が、望
遠鏡の発注先であったスイフト社の依頼をうけ、残っている半製品を整理し、完成品にした。それ
が望遠鏡業界に踏み込む発端になろうとは夢想もしなかった。・・・・・・・・

（星の手帳 1980冬 高橋喜一郎氏）



←ビクセン光学 元社長 斎藤氏



明治31年の大阪用達合資会社のカタログに和製望遠鏡。

明治35年の「天文学一夕話」の広告に、村上式天体望遠鏡
を見るが、島津製作所様に調査頂いたものの、国産近代型
の初めての市販天体望遠鏡であったかは不明。

第３位 日本初の国産市販望遠鏡



明治３７年



明治２４年





第２位 マンモス観光望遠鏡





第１位 国際光学 VEGA ＆ ＫＡＧＥＹＡＭＡスコープ

ＶＥＧＡを作っていた国際光学とＫＡＧＥＹＡＭＡスコープは
同一とは信じがたし



国際光学 VEGA



ＫＡＧＥＹＡＭＡスコープ



番外 山本製作所の輸出望遠鏡


